
 
（２０２６年１０月８日発表） 

１０月１４日 静岡デザイン専門学校で選挙・投票について考えるワークショップを開催 

 

【趣旨・背景】 

・２０２７年４月執行予定の統一地方選挙に向けた若年層の投票率向上の取組の一つとして、２０２７

年２月から３月に、模擬投票イベント「動物総選挙」を実施する予定です。このたび、会場となる日本

平動物園内に設置するフォトスポットのデザイン案を、静岡デザイン専門学校の授業の一環として、

学生１９人に制作していただきます。 

・２０２６年１０月から１２月まで実施するデザイン制作に先立ち、学生が選挙や投票の意義について

考え、理解を深め、社会参画意識を高めることを目的としたワークショップを開催します。 

・ワークショップでは、模擬投票の体験や意見交換を通じて選挙を身近なものとして捉え、学生なら

ではの視点や発想を今後のデザイン制作に生かしていただきます。 

 

【開催概要】 

日時：202６年１０月１４日（水曜日）１３時４５分～１６時２５分 

会場：静岡デザイン専門学校 (葵区御幸町２０番地 M２０ビル８階) 

内容： 

・静岡新聞社編集局の市川雄一(いちかわ ゆういち)氏をファシリテーターに迎え、ワークショップを

実施します。 

・デザイン制作に携わる学生１９人が模擬投票や意見交換を通じて選挙・投票の意義について考え、

理解を深めます。 

 

【若年層の投票率の状況】  

・２０１６年から選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられていますが、若年層の投票率向上が課題とな

っています。 

・２０２５年２月８日執行「衆議院議員総選挙」の投票率は、全体で 56.92％であったのに対し、１８歳

は 52.27％、１９歳は 34.08％、20 歳代は３８．１0％となっています。 

・静岡市では、若年層が選挙や投票について考える機会を創出し、選挙をより身近なものとして感じ

ていただくため、様々な啓発事業に取り組んでいます。 

 

【取材について】 

事前連絡は不要です。開催日時に、８階の学校窓口までお越しください。 

 

【問い合わせ先】 

静岡市選挙管理委員会事務局、担当：平田・濱﨑 電話：０５４-２６６-７２５５ 
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